
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
 カメラボディマウントに対する光軸回りの回動により結合、離脱が行える回動着脱式の
レンズ鏡筒マウントを有する交換レンズ鏡筒で、レンズ鏡筒をカメラ本体に装着したとき
に可動接点ピンがその弾力によってカメラ本体側のコネクターに圧接導通する電気コネク
ターにおいて、電気コネクターを接点カバー、接点ピンを個設した接点支持板、導通部を
有する導体支持板、導通部を接点支持板に個設した接点ピンに圧接する弾性部材で構成し
、接点カバー、接点支持板、導体支持板、弾性部材の順に配列した事を特徴とする交換レ
ンズ用電気コネクター。
【請求項２】
 接点カバー、接点ピンを個設した接点支持板、導体支持板、弾性部材の順で構成される
電気コネクターにおいて、接点支持板、導体支持板、弾性部材の端面をそれぞれくし歯状
に形成し、接点支持部材のそれぞれのくし歯部に接点ピンを個設し、導体支持板のそれぞ
れのくし歯部端面から逆側端面に向かって導通部を設けた事を特徴とする交換レンズ用電
気コネクター。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、交換レンズ用電気コネクターに関し、特に交換レンズ側の電気装置とカメラ本
体側の電気装置とを接続するコネクターを有する交換レンズ鏡筒に関する。
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【０００２】
【従来の技術】
自動露出制御及び自動焦点調節を行うカメラにおいては撮影レンズの絞り値、変換係数等
の各情報をカメラ本体側に伝達する必要があり、これらの各情報を電気的に行っている。
可動式の接点ピンを用いたコネクターとして特開昭５８－６３９２９の提案があり、また
本出願人も実開昭６３－１２２３２８として提案している。また、カメラのオートフォー
カス化に伴いカメラ本体や交換レンズ鏡筒内にモータ等を有する方式の一眼レフカメラが
発売されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
従来例で示される接点ピンは導電性板バネや導電性コイルバネで保持され、カメラ側接点
に押しつけられている。この導電性の板バネや導電性コイルバネを経由して電気信号や電
力をレンズ側電気回路と接続している。しかし、交換レンズ内にモータ等の駆動装置を備
えている場合、導電性板バネや導電性コイルバネを経由して、電源電流をレンズ側回路に
供給するため、発熱等により長期間の使用で導電性バネのバネ性が失われ、接点ピンの接
触圧が弱まり、導通不良となり信号不良による誤動作や、作動不具合を生じる場合がある
。これを回避するため導電性バネの幅や厚みを増やすことでバネ性のへたりをある程度防
げるが接点数の増加に対応が難しく、またバネ圧の増加を招き交換レンズの着脱の際、相
手側接点に傷を発生させる等、耐久性に問題があった。
【０００４】
本発明の第二の解決しようとする課題は、従来例では接点ピンは、相手接点にバネの力を
もって押しつけ、さらにそのバネに導電性の材質を使い、レンズ内部の回路から接点部ま
で導電するためバネを接点の数だけ必要とした。例えば特開昭５８－６３９２９に示され
るコネクターでは、金属板バネ部材に導電性の材質を使い、その導電性を利用する様な構
造てあるため、各バネ部材は互いに独立し、絶縁されている必要がある。このためバネ部
材は接点の数だけ必要となり、部品点数の増加、組立ゃ修理分解の際の作業の複雑化等の
問題があった。また、バネ部材は調整の必要から一般的にコスト高となりやすく又、品質
の維持も難しいという問題があった。
【０００５】
本発明の第三の解決しようとする課題は多数放射方向に接点ピンが配置される構成では配
置される部品点数が増えるにつれて、配置される弧上の角度が増加し、組立が極めて困難
となる問題を解決することである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明はカメラボディマウントに対する光軸回りの回動により結合、離脱が行える回動着
脱式のレンズ鏡筒マウントを有する交換レンズ鏡筒で、レンズ鏡筒をカメラ本体に装着し
たときに可動接片がその弾力によってカメラ本体側のコネクターに圧接導通する電気コネ
クターにおいて、接点支持部材、導通部材、弾性部材の順に構成することにより、弾性部
材に電流を流さないようにし、弾性部材の弾性力の劣化を防止した。
【０００７】
また、電気コネクターの接点支持部材をくし歯状に形成し、くし歯部分に接点ピンを保持
し、柔軟性を有するフレキシブルプリント基板に前記接点ピンに対応して独立の導通部分
を設け、端面をくし歯状に形成し、更に接点支持部材に保持した接点ピンをカメラ側コネ
クターの接点部に必要な力で押しつけるバネ部材をくし歯状にすることによってバネ部材
と導電部材を各々独立させ、部品点数を削減し、組立を容易にした。
【０００８】
更に、くし歯状に成形した接点支持板に導通の材質で成形された複数の接点ピンを支持体
で保持し、接点支持板に圧入後支持体を切断加工すると共に、接点支持板を曲げ加工する
事で多数の接点ピンが放射状に配置される構造体を容易に製造できる。
【０００９】
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【発明の実施の形態】
以下、実施例に従って、本発明を説明する。図１が本発明を適用した電気コネクターを有
する交換レンズの斜視図、図２が接点カバー内部を示す分解斜視図である。
【００１０】
図１において、１がレンズ交換のためのマウント部でバヨネット爪１１を有し、固定筒２
に固定されている。また、固定筒２には距離調節環３と絞り調節環４とが回転可能に設け
られており、距離調整環３を回転させると合焦用レンズ群が光軸方向に移動し、焦点調節
が行われる。マウント部１にはレンズ保護筒部７が形成され、一部がバヨネット爪１１端
面から突出して突出部８を形成し、その突出部８に接点カバー１０が挿入されている。接
点カバー１０内には、接点ピンを有する接点支持板がバネ部材により押し上げられた導通
部分を有するフレキシブル基板を挟む状態で納められている。
【００１１】
図２において、１０が接点カバーで、接点支持板２０に固定された接点ピン２１ａ～２１
ｊが突出するように複数の孔部１０ａ～１０ｊが設けられている。また、接点カバー１０
の裏面には位置決めピン（不図示）が３本設けられ、接点支持板２０、導体支持板３０、
接点押さえバネ４０、止め板５０にそれぞれ設けられた位置決め孔２２ａ，ｂ，ｃ、３２
ａ，ｂ，ｃ、４２ａ，ｂ，ｃ、５２ａ，ｂ，ｃ、にかん合し、カシメられる。
【００１２】
導体支持板３０には接点支持板２０に設けた接点ピン２１ａ～２１ｊに対応するようにく
し歯状に形成した端部から導通部３１ａ～３１ｊが設けられている。
【００１３】
接点押さえバネ４０には接点の数に対応し、接点を加圧するバネ部４１ａ～４１ｊが設け
られ、導体支持板３０に設けられた導通部３１ａ～３１ｊを接点支持板２０に設けた接点
ピン２１ａ～２１ｊに接触させ、更に接点カバー１０の孔部１０ａ～１０ｊから突出する
ように圧接する。接点支持板２０に設けられた接点ピン２１ａ～２１ｊは貫通孔に埋め込
まれ、カシメられており接点支持板２０の上面から下面に導通になっている。これにより
、カメラ本体のコネクターから電気信号や電源電流をレンズ側回路に供給できる。
【００１４】
次に、接点支持板へ接点ピンの組み付け方法を説明する。図３は接点ピン組み付け工程図
である。図３ａで２５は導通の材質で成形された接点ピン２１ａ～２１ｊを有する支持体
である。接点支持板２０には接点ピン２１ａ～２１ｊに対応する位置に貫通孔２３ａ～２
３ｊが設けてある。接点ピン２１ａ～２１ｊを図３ｂに示すよう圧入する。そして、図３
ｃに示すように接点ピンの端部から支持体２５を切断する事により、接点ピン２１ａ～２
１ｊの接点支持板２０への組み付けが完了する。最後に図３ｄに示すように接点カバーに
対応する形状に曲げ加工を行う。また、接点支持板２０の曲げ加工の後に支持体２５を切
断してもよい。
【００１５】
図４は別の接点押さえバネを示す斜視図で、図４ａは折り曲げバネで接点ピンに対応し、
加圧するバネ部６１ａ～６１ｊが設けてあり、図４ｂは材質を弾性ゴムとし、同様に接点
ピンに対応し、加圧する接触部７１ａ～７１ｊが設けてある。
【００１６】
図５は図４ａに示す接点押さえバネ６０を用いた断面図で、１１がレンズバヨネット、１
２がカメラ側コネクターの接点で、その下側に接点カバー１０、接点ピン２１ａ、導体支
持板３０、接点押さえバネ６０の順に配置してある。また、図６は図４ｂに示す弾性ゴム
７０を用いたものである。いずれの接点押さえバネは複数の接点ピンに対して１個の部品
で構成されている。
【００１７】
本実施例では接点ピンを１０個設けたものを示したが、その個数には限定されず、１個で
も２個でもよいが数量が多くなるほど組み立て作業の軽減に効果がある。また、本実施例
で円弧状に突出する形式のレンズマウントのコネクターで説明したが、マウント面から光
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軸方向に突出する形式のコネクターにも適用でき、更にカメラマウント側のコネクターに
も適用できることは言うまでもない。
【００１８】
【発明の効果】
本発明ではバネ材に通電する事がないので、互いに独立し、絶縁される必要がないのでバ
ネ材を固定端でつながった形状に一体で形成する事ができる。
【００１９】
また、バネ部材を一体に形成する事によりバネ部材の数を減らすことができる。そのこと
によりコストの削減ができる。また、バネ部材の組み込みが簡易になる。
【図面の簡単な説明】
【図１】電気コネクターを有する交換レンズの斜視図である。
【図２】接点カバー内部を示す分解斜視図である。
【図３】接点ピン組み付け工程図である。
【図４】別の接点押さえバネを示す斜視図である。
【図５】第２実施例の要部を示す断面図である。
【図６】第３実施例の要部を示す断面図である。
【符号の説明】
１　レンズバヨネット部
２　固定筒
３　距離調節環
４　絞り調節環
７　レンズ保護筒部
８　突出部
１０　接点カバー
１１　接点支持板
１１ａ～１１ｊ　接点ピン
１０ａ～１０ｊ　孔部
１１　レンズバヨネット
１２　カメラ側コネクターの接点
２０　接点支持板
２１ａ～２１ｊ　接点ピン
２２ａ，ｂ，ｃ　位置決め孔
２３ａ～２３ｊ　貫通孔
２５　支持体
３０　導体支持板
３１ａ～３１ｊ　導通部
３２ａ，ｂ，ｃ　位置決め孔
４０　接点押さえバネ
４１ａ～４１ｊ　バネ部
４２ａ，ｂ，ｃ　位置決め孔
５０　止め板
５２ａ，ｂ，ｃ　位置決め孔
６０　接点押さえバネ
６１ａ～６１ｊ　バネ部
７０　弾性ゴム
７１ａ～７１ｊ　接触部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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